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Samannaphalasutta (沙門 果 経 ) と Veda 祭 式 


匠 本 修 孝子 


1. Dighanikaya の 第 二 経 Samaniaphalasutta " は , 言及 され る 6 人 の 非 正 統 的 思想 
家 人 [ 六 師 外道 ]) に より 有名 で ある 2. 経 自体 の 梗概 は , ある 特別 な 満月 の 夜 に 
Magadha 土 Ajatasattu (Ajatasatru) が 世 尊 を 訪れ , 沙門 生活 の この 現世 に お ける 目 
に 見 える 果報 を 問い , 世 環 が それ に 答え る と いう も の で ある 9?. 主人 公 の A 王 に 
は 父 Bimbisara か ら 王位 を 奪い 殺害 し た 実在 の 人 物 が 投影 され て いる と 思わ れる . 
この 題材 は 後 の 小 大 乗 諸仏 典 に し ば し ば 取り 上 げ ら れ て いる が , 本 経 に お お いて は 
土 の 心 理 状態 や や 思想 ・ 生 き 方 と ,。 それ を 正面 か ら 受 け と め て 自己 救済 の 道 を 示 そ 
うと する Gotama Buddha の 教え と が 生き 生き と 描か れ て い る . 両者 の 問答 の 真髄 
を 理解 する 為 に は , ます 千 が 世 寺 を 訪問 し よう と し た その 状況 -ー 特 唱 な 満月 の 
夜 の 意味 一 一 を 的 確 に 揚 握 し な けれ ば な ら な い : [ 
1) この よう に 私 は 聞い た . ある 時 世 尊 は Rajagaha に 滞在 し て いた , 王子 ( 達 ) の 養育 
者 (60aDB3GB2) ? jivaka ([ 命 さん ]) の マン ゴー 園 に , 1250 人 の 比丘 達 と の 大 比 氏 
集団 と と も に . 他方 その 時 , Magadha の 首長 , Vedehi の 息子 Ajatasattu 王 が , 」 度 その 日 
は 15 日 目 の Uposatha で iR の [ 秋 祭 の 行わ れる Katuka 月 の ] 名 月 の 満々 月 の 夜 
で の つた が (tadahu Dosathe pannarase komudiya catumasiniya Dunnaya Dunnamnaya rattiya) 。 廷 
臣 (NGP 計 16) 達 に 取り 囲ま れ , 宮殿 (pasada-) の 階 上 の 一 一 番 良 い 場所 へ 行っ て 
座っ て いた . さて 」 MV' A 王 は まさ に その Uposatha の 日 に 感 歌 の 叶 を 発し た : | 何と 心 
地 よ い の だ , 諸君 (bho 一 誠 15), 月 明か り の 夜 は . 何と 姿 優れ て いる の だ .… 何と 見 目 詞 
し い の だ .… 何と 心 を 浴 ま せる (pasadika-) の だ .… 何と 吉祥 を 備え て いる の だ , 諸君 , 月 
_ 明 かり の 夜 は . まさ し く 今 , 一 体 誰 を , 沙門 で あれ 疲 羅 門 で あれ , 我々 ( 余 ) は 囲ん で 豊 
散 す れ ば よい で あろ うか , その 人 を 囲ん で 祭 散 し て いれ ば 我々 ( 余 ) の 心 が 澄み きる よう 
な (pasideyya) [ 誰 を ]」. ' [ 
Pahi 語 uposatha- (Amg. posaha-) の 基 で ある 吉 イ ンド 語 各 upavasatha- は 「( 祭 火 の ) 近 
Ne 
わる 茜 欲 と 真実 語 (satyavada-) を 中 心 と する 面 基 (vrat4-) を 守 り , 心身 を 清 く 保 
ち つ つ , 祭 火 の 傍ら で 神聖 な 満 ・ 新 月 の 夜 を 過ごす 古来 の 宗教 慣習 が 根底 に ある 
SO 
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と 推測 さ れる Veda 祭 式 の 梓 組 中 で は , Srauta 祭 式 の 中 , 穀物 祭 Gs-) に 属す る 
る バ 式 ( 祭 直 祭 , 新 満月 3 Caturmasya。 Agrayana 等 ) の 前 日 ・ 前 夜 に お ける 準備 

を 意味 す 2 と な る 9. 穀物 祭 の 基本 形 は 新 満月 祭 で ある か ら , 実質 的 に は 新 
ト と 満月 の 夜 の 潔 斎 と し て 定着 し , Srauta 祭 火 を 設置 し て いな い 庶 民 の 間 に も 広 
く 行 われ た . この 風習 は 仏教 を 始め と する 新興 諸 宗 教 に も 取り 入れ られ , 半月 に 
一 度 , 第 14 な いし 第 15 日 に 一 定 地 域 の 比丘 ・ 比 丘 尼 達 が 集合 し , patimokkha- ( 波 
羅 提 木 叉 ) を 骨 唱 し て その 半月 間 の 行為 を 反省 し あう uposatha- (BHS uposadha-. po- 
sadha-, posatha- : 布 陸 ) が 律 に 規定 され た . 在家 信者 の 場合 に は , 半月 の 第 87 14 
15 日 に 8 項目 か ら な る 戒 を 保っ て 過ごし た 様子 が 経典 か ら 覗 える 『. その 際 , 一 
般 民 衆 の 間 で 断食 が 重要 視 き れ た こと は , Pa 動詞 upa-vasau が 「Uposatha を 実行 
する , U の 戒 を 守る |] か ら | 断食 する ] と いう 意味 に 発展 し た 事実 や , Jaina 教 の 
Posaha か ら 覗 われ る %. 

ここ で は , uposatha- の 語 は 仏教 の 述語 と し て で は な く , 強大 な 勢力 を 誇る Magadha 
国王 の , 交 統 門 教 の 伝統 に 則っ た , し か も Srauta 祭 式 の 一 つ で ある Caturmasya の 
第 三 祭 Sakamedha の 準備 祭 と いう 意味 で 用 いら れ て いる . 

komudiya catumasiniya は 一 般 に 「( 雨 季 の ) 4 ヶ月 間 が 終了 し た Kattka 月 の 満月 
に |] ある い は | (雨季 の ) 第 4 月 で ある K 月 の .…]| と 解 さ れ て いる が ", K 月 は も 
剛 MNNNN は な く , 新年 か ら 数 えて 第 9 月 に た あ た る. また *caturmasin- > catumasin- 

上 記 の 意味 を 想定 する こと は 困難 で あり , Vrddhi も 説明 で き な い . 他方 , komudr 
了 kaumudi-) は kumuda-「 夜 開 性 の 白い 岩 蓮 ] の 派生 語 で , 空気 の 澄み きっ た 秋 
Kartiika 月 の 曰く 輝く 満月 の 夜 を 指す . この 満月 の 日 に , ES 
が Pavarana ( 自 容 ) が 行わ れ , 民間 で は Catnrmasya の 第 祭 が 盛大 に 祝 われ 

従っ て catumasin- は Caturmasya- か ら の 派生 語 caturmasin- 了 に Catummasya (に こ 
より 特徴 づけ られ た ] (-masya- + -in- > -masin-、cf Vartika 5f adPanmiv194:AiGH-2 
328) に 対応 する Paji 語形 と 判断 され る . 同 語 は komudi- と 結合 し た 定型 匂 に の み 
現れ る が (VinI155, 176-178、 M 皿 79E, Ja-av262)。 Jataka VI 221 の 詩 節 中 の 類似 表 
現 catumassa-komudi- (caturmasya-kaumudi-) 「Caturmasya 祭 の K 月 の 満月 | に は 祭 式 
名 が 明示 され て いる . 

Caturmasya "は 一 年 間 に 玉 り 4 ヶ月 目 毎 の 満月 に 穀物 祭 を 繰り 返す 祭 式 で , 新 
年 (新春 )・ 夏 (雨期 の 開始 ) ・ 秋 に 対応 する こと か ら 一 般 に 「 季 節 祭 ] と 解 さ れ 
て いる . 名称 自 0 数 詞 集合 複合 語 caturmasa- 「4 ヶ 月 間 」 か ら 作 られ た -ya- に よ 
る Vrddhi 派生 語 で , 各 祭 の 終了 時 に 祭 主 が 髪 を 切り (nivartana-). 特別 な 碑 戒 (antara- 

SE 
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lavrata-) を 次 の 祭 式 ま で の 4 ヶ月 間 保つ こと に 由来 する と 思わ れる : caturmasyani 
[vratani| 「4 ヶ 月 間 継 続 す る [ 碑 戒 ]]. 古代 イン ド に お ける 一 年 は Phalgsuna 月 ( 苑 
来 は 冬至 後に 新た に 現れ 満ち る 月 で あっ た ) に 始ま る か ら , 第 一 祭 Vaisvadeva は 
同月 (また は 翌月 ), 第 二 祭 Varunapraghasa は Asadha 月 (また は 翌月 ), 第 三 祭 Sa_ 
kamedha は Karttika 月 (また は 翌月 ) の 満月 に 行わ れる . 冬至 に よっ て 決定 され る 
新年 か ら 次 の 新年 まで の 一 年 間 は 12 の 太陰 月 と 13 番目 の 半 月 か ら 成る の で , 第 
四 祭 Sunasiriya が 最後 に 付け 加わ る ". 由 ま 3 
満月 が 月 宿 Krtika (すばる ) に 入る 夜 (本 経 の 成立 に 関わ る B.C.5^ lc. 頃 に は 
秋分 月 の 翌月 ) の 前 日 (Upavasatha) と 翌日 (本 祭 ) の 二 日 間 に 瓦 り 挙 行 さ れる Sa- 
kamedha 祭 は , 収穫 祭 の 性 格 と 同時 に , 本 祭 の 午後 挙行 され る 盛大 な 祖 霊祭 Ma- 
hapitryajna に 特色 が ある . これ は 毎月 一 度 , 新 月 祭 の 午後 に 行わ れる 祖 霊 祭 Pinda- 
pitryaina に 対し て , 年 に 一 度 の 大 祖 霊 祭 と し て いわ ば 我々 の お 盆 や E 欧米 の 万 
聖 節 の よう に 一 古代 イン ド の 家庭 生活 に お いて は 特別 重要 な 意味 を 持っ て いた 
と 思わ れる . また , この 満月 の 夜 に は , 禁欲 を 旨 と する 通常 の Upavasatha の 夜 と 
は 逆 に , ご 馳走 に 満腹 し て 楽し く 過 ご すこ と が 定め られ て いた "て の 祭 祭 宴 の 最 中 , 
先祖 達 を 迎え よう と する 前 夜 , 屋上 の テラ ス で 暗 風 た る 秋 の 名 月 に 照ら され な が 
ら , た と え 信 念 に 基づい て で あれ 父 を 害し 母 を 昔 し め た 王 の 心 に は 様々 な 思い が 
去 来 し , 平静 で は いら れ な か っ た で あろ う . この よう な 状況 下 で , 王 は 乱れ 騒ぐ 
心 が 静 ま り 澄み 玉 る こと に な る よう な (pasideyya) 教示 を 与え て く れる 師 を 求め た 
の で ある . “ “ ( 
pra-sad の 派生 語 II Dasadika-, pasada- (prasada-: 安 時 所 , 宮殿 ), き 
に vippasanna- (vipra-sanna-) (後述 3: 第 12 節 : 第 84・98 節 に も 現れ る ) 一 一 の 繰り 返 
LUIK。 江 の 経典 を 貫く 主題 が pasada- (pra-sada-) |( 水 や 心 な ど が ) 沙 み きら う で そい ぢ 
こと , (精神 の ) 清 港 ] に ある こと を 強調 し て いる . 「 


主人 R 


(10) する と , マン ゴー 園 か ら 程 遠 か ら ぬ 所 で ,. M" V" A 王 に 恐れ が 生じ た の だ . 身 の こ 
ね ば も が 生じ た 身の毛 の まあ だ つこ と が 生じ た . 】 そ に で Y MYVI A 王 は 区 和 ,. 伝 移 寺 遇 の 
毛 が よ だ ち , 王子 ( 達 ) の 養育 者 j」 に 次 の よう に 言っ た :「 親 愛 な 君 , 君 は 決し て 私 を 騙 
し て いな い だ ろ う ね . 」 君 .. 私 を 策略 に 陥れ て いな い だ ろ う ね . 」 君 … 私 を 敵対 する 者 達 
に 引き 渡し て いな い だ ろ う ね . と いう の も , どう し て 一 体 1250 人 の 比丘 達 と いう 大 比丘 
集団 に くし ゃ み の 音 が 生じ な い の だ ろう か , 咳 を する 音 が [生じ な い の だ ろう か ], 物音 
を 立 る ご と が [生じ な ゅ の だ ろう か 1. ド 法 れ な さる な な: 天王 よ :- あ な 赤 を 王様 私 


の (aa 
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は 騙し て いま せん . あな た を , 王様 策略 に 陥れ て いま せん . あな た を , 王様 , 敵対 する 
_ 者 達 に 引き 渡し て は いま せん . 歩み を 進め な さい , 大 王 よ . 歩み を 進め な さい , 大 王 ょ . 
ここ に は 灯明 達 が 円 堂 の 中 に 燃え て いま す . | “ CO EL CM 
実 の 父 を 歳 いて 暴力 に より 王位 を 得 奪 し た 王 は , 自身 に も 同じ こと が 降り か か る 
不安 に 舗 えて いた . 上 述 の pra-sada- の 欠如 が ここ で も 示さ れる 、 
3. J に 宿 め られ 円 堂 に 入っ た 王 は 比丘 達 の 澄み きっ た 静けさ に 稀 嘆 する : 
(12) さて , M* V' ^ 王 は 世 尊 の 方 へ と 歩み 寄っ た . 歩み 寄っ て 一 隅 に 立っ た . 一 隅 に 立っ 
た まま M' V'A 王 は , 比丘 達 の 集団 が 澄み きっ た (vippasanna-) 池 の よ うに , 各々 静 ま り 
: か えっ で お り 静 まり か えら て いる (tunhibhntam-tunhibhntam) " の を 順次 観察 する と , 感 
球 の 語 を 発し た :「 今 ここ に 比丘 達 の 集団 が 備え て いる この 落ち 着き (upasama-) を 私 の 王 
了 Udayibhadda が 備え た 者 と な る よう に .」「 あ な た は , 大 王 よ , 愛情 に 従っ て 行っ た ( 行 
動 し た :asama) の で すね .」 「 私 に は , 御 身 よ (bhante) 9, 王子 Udayibhadda が 愛 し めい. 
今 ここ に 比丘 達 の 集団 が 備え て いる この 落ち 着き を , 御 身 よ , 私 の 王子 Udsyibhadda が 備 
えた 者 と な る よう に .」 に 0 
王 が 発する この 感 敷 の 語 に は , 息子 へ の 切実 な 愛情 が 吐露 され て いる . U 王子 は 
お そら く 父 に 似 て , 現状 に 音 立 ち 攻撃 的 活動 へ と 訳 り 立 て られ て 止ま な い 性 格 で 
あっ た の で あろ う . 彼 は 現実 に 後に 父 を 殺害 し て 王位 に 就 い た と 伝承 され て いる 
(< svI135). し か し 王 は 息子 に 殺害 され る 超 居 に 支配 され て いた だ け で は な く . 
王子 を 愛し て いた . 王 が 父 Bimbisara に 為 し た 仕打ち を 想い 出す 時 , 息子 へ の この 
愛 慮 と 心 造 いと は 一 層 悲 劇 的 な 響き を 帯び る .、 これ に 対し て 世 尊 が 王 に 呼び か け 
る 言葉 は 意味 深 長 で あり , 王 の 行為 全体 が 息子 へ の 愛情 に 突き 動か され て な され 
た も の と 世 尊 が 理解 し て いた か の よう な 印象 を 与え る 
44 さて , 正式 に 世 尊 に 挨拶 し た 後 , 王 は 次 の よう な 問い を 発する : 
4) 「 こ の 世に は 次 の よう な 個々 の 技能 領域 が あり 一 一 例え ば 象 に 乗る 者 達 ( 象 兵 ) と 
か .、 あるいは また 他 の この よう な 類 の 個々 の 技能 領域 が あり 一, まさ し く こ れ ら 個々 
の 技能 領域 に 応じ て , 御 身 よ , 彼ら は 現世 に お いて 目 に 見 える 技能 の 結果 を 糧 と し て 生活 
し て いま す . 彼ら は それ に より 自身 を 幸福 に し 満足 させ , 父母 を 幸福 に し 満足 させ . 妻子 
を 持 福 に し 満足 させ , 友 や 家内 の 者 達 (amacca-) 9 を 幸福 に し 満足 させ , 沙門 達 や 婆 羅 
] 送 の も と に , 天界 に 関わ り , 安楽 へ と 実 を 結び , 天界 へ の 帰着 を 紙 す と ころ の 『 上 方 へ 
_ と 向かう 寄進 (uddhasgika- dakkhina-)』 を 確立 し ます . 一 体 で きる の で すか ., 御 身 よ . 現 
世に お いて 目 に 見 える 沙門 の 行為 の 結果 を , これ これ し か じ か と (evam-evam ご 計 14) 解 
の せる Ci は | た 。 ' 6 
uddhaggika- dakkhina- | 先端 が 上 方 へ と 向い て いる (*arqhvaerika-) 寄進 ・ 布 施 (dg- 
ー 955 一 
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ksina- は 本 来 『 祭 官 へ の 報酬 』) ] と いう 語 の 根底 に は プラー SS 1Sta- 
DUr14- の 理論 ? が ある : (神々 に ) 祭 ら ちら れ た も の (ista-) と Ni 電 達 に ) 贈ら れ 
た も の (purta-) は どちら も 祭 火 の 道 当 を 昇っ て 天界 に 至り , 3 半 で し か 
死後 火葬 され 同じ 道 を 通っ て 天界 に 到達 し た 祭 主 と 合体 する . この 70 
界 に お ける 祭 主 の 新た な 肉体 な いし アー トマ ン , な ら び に 生活 物資 と な り , これ 
が 尽き た 時 , 天界 に お いて 再 死 し 地上 へ と 転落 し 様々 な 生物 の 形態 へ と 生ま ね れ 変 
わる . この 理論 は 後述 5 の 「 六 師 外 道 ] の 説 に お いて も 大 前 提 と な っ て いる . 

上 に 引用 し た 食 折 問 か ら 覗 われ る の は 微 頭 徹 尾 現実 主義 者 か つ 合理 主義 者 で ある 

王 の 姿 で ある 当時 一 般 に 認め られ て いた 輪廻 と 業 の 思想 や それ に 基づく 社会 道 
徳 を , 彼 は 決し て 否定 し て いな い . 営 々 と し て 各自 の 職能 に 勤 し み , その 労働 の 
結果 に より 自身 や 家族 友人 を この 世に お いて 幸福 に し , さら に 一 部 を 宗教 者 へ 寄 
進 す る こと と に より 天界 に お ける 死後 の 安楽 を 願う 普通 の 人 々 の 生き 方 を , 彼 は 積 
極 的 に 評価 し て いる . これ に 対し , 労働 と 社会 的 義務 を 放棄 する 出家 修行 者 の 生 
き 方 が いか な る 結果 を 現実 に 交 す の か , 皮肉 な 態度 で 疑義 を 呈す る . 
5. 世 尊 が この 問い に 答 50 送 の 見 
解 を 紹介 する . 彼ら の 答 は 共通 し て 伝統 的 な istapart4- の 理論 を 人 否定 し (に の 骨 度 は 
と り わ け Parana Kassapa と Ajita Kesakambalin と に 著しい ), 父 を 条 害 し た 王 が 当然 抱い 
て 4 六 し た 玉 や の 放 欄 し ょ う 届 RSS の た 生れ 
や 王 を 満足 き せな か っ た . 王 が 知り た か っ た の は , 沙門 の 生活 が 現実 生活 に 資す 
実際 的 な 効用 で あり , RI 窒 で も , 目 
分 自身 の 死後 の 運命 に つい て で も な か っ た . 

世 尊 の 返答 は まさ し く こ れ に 応え る も の で あっ た . 彼 の 挙げ る 沙門 生活 の 最初 
の 功徳 は , 世俗 権力 か ら 開放 され , 誰 を も 何 を も 恐れ る 必要 が 無く な る こと で あ 
る . 次 に 出家 者 の 守る べき 戒律 の 諸 項 目 と 禅定 の 諸 階 杉 な ら び に 明知 に よる 洞 祭 
の 諸 段 階 と し を 一 つ 一 つ 解 説 し どの よう に 心身 が 交 火 第 に 安静 と 清澄 と を 得 て , こ 
の 世に 生 生き な が ら 主 福 を 享受 する に 至る か を 具体 的 に 明らか に し た . この よう に 
世間 は 王 の 求め る , 不安 と 欲望 に 動揺 する 心 が 現 在 に お いて 安静 と 清澄 prasada- を 
得る 道 を 教え た の で ある . 


1]) DI47-86. パラ レル お よび 二 次 文献 に つい て は 言及 を 省略 する . 
2) この , いわ ば 脚色 され た 学説 史 の 紹介 が BAU IV 1-2 (anaka と Yajmavalkya と の 対 
話 ) を 手 本 に し た こと に つい て は DEussEN 60Up. 456 参照 . 更に それ が 本 経 と BAU IV 
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全体 に つい て 該当 する 可能 性 に つい て は 後藤 倫 文 , 印 仏 研 44-2 (1996) 886 参照 
3) 同様 の エピ ソー ド が Ja-a 1 508ff.: No. 150 Samjiva-Jataka お よ び V 261fF :No. 530 Sam- 
kicca-Jataka の 現在 物語 に 8 [か れ て い る ( 林 隆 員 氏 の 指摘 に よる). 8 
4) 名 医 と し て 名 高い jivaka は A 王 の 延 臣 (rajamacca-」 計 16 参照 ) で あり, komarabhacca- 
は 定位 か と 推測 され る . Vin 1 260 は この 呼称 を 捨 子 で あっ た 彼 が 「 Abhaya 王子 に 養育 
され た ] こと に 由来 する と 説明 する (へ 本 経 注釈 sy 1 133). 一 般 に は 「 小 ! 児 科 医 ] と 
( 解 さ れ て いる (cf Skt kumara- bhrtya-, kaumara- bhrtya- ). 
5) 筆者 「 髪 と 監 」 日 本 仏教 学会 年 報 50 (1994) =『 仏 数 に お ける 聖 と 俗 77- 90 参照 
6) Cf HILLEBRANDT, Rituallitteratur 111f. KRICK, Das Ritual der Feuer erundune 67 寿 
7) 交 羅 門 教 社会 で は 半月 の 第 8 夜 (Astaka) の 日 も 神聖 な 日 と し て 祭 ち れ , 特に 一 年 の 
最後 の Ekastaka が 重視 され た (cf HmLLEBRANprT aaO 41. 71. 79. 94ff ). 

8) 例え ば Sn 400-403 : :cf.CPD s.v. atthangika- (uposatha-), MiGeeb 

9) Cf Ja IH 444 寿 : No.. 421 Gangamala-Jataka (Uposatha の 断食 の た め に 命 を 落と すけ) 
ScHUBRING. Die Lehre der Jainas 189 : WILLIAMS。 Jaina Yoga か 

10) FRANKE "gerade Vollmond des 0 Katika, der das Ende des (betreffenden) Jahres- 
Drittels bezeichnet : RHys DAvmps “on Komudi (white water- jily)。 the fl moon day of 
the fourth month” (cf p. 61n. 1) : PTSD “of 4 months”: Sv 1139 Catumasiniya 1 catum- 
Siya. Sa hi catunnam masanam pariyosana-bhata ti catumasi.. 

11) Cf HILLEBRANDT aaO 115 持 、 ErNoo Die Caturmasya, Tokyo 19868: 

12) CE OLDENBERG Die Religion des Veda 442 : ErNoo aaO 300F (Anm. 1688). 

13) 、Cf ErNoo aaO 174-176. | 「 
14) 活用 形 ・ 不 変化 詞 が 重複 され る と 複合 語 と な り (後肢 が アク セン ト を 和 失う:anredita- 
comp.) ① 連 続 す る 反復 継 起 ,② (複数 の 事物 の ) 各々 へ の 該当 , ③ 厳 密 正確 な 限定 , 

- が 表現 され る . 革 者 “katham-katham agnihotr4m juhutha” Fs. Narten (印刷 中 ) 参照 
15) 丁 委 な 呼び か け bhadran te (vo) > Pa bhaddante 7 bhadante (bhaddanvo) 「 君 ・ あ な 

た ( 廷 ) に 幸い あれ | の 口語 的 短縮 形 : Pa Amg. bhadante > bhayante > bhante (ct 筆 
者 _Udayajataka WZKS 28、1984. 65E). bhagavant- (> bhavant-) Voc」 Sg. は bhagavas > 
bhavas > bho で あり , GEIGER S98.3 (Magsadhism に より bhavantas > bhante) は 認め 難い 
16) amacca- (amatya-) は ama 「 自 宅 に ・ で ] の 派生 語 で 本 来 | 家内 の 者 , 同居 人 | を 意 
味 す る が , rajamacca Gajamatya-) | 王 の 旨 廷 に 属す る 者 ] 即ち 「 王 直属 の 家臣 , 竹下 
の 意 で 広く 用 いら れる (CPD s.v. amacca の 記述 は 不 十分 ). ES 
17) 筆者 isa-pmrs-『 祭 式 と 布施 の 効力 』 と 来世 | 今西 順 吉 記念 論集 (1996) 862-882 
"Das Jenseits und ista-par(4- die Wirkung des Geopferten-und-Geschenkten in der vedischen 


Religion 。 Indoarisch、Iranisch und die Indogermanistik (2000) 475-490 を 参照 . 
(和志 mー Samannaphalasutta、Ajatasatru、Caturmasya。Uposatha/Upavasatha」 
istaDurta . 
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